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車自体をセンサーにしてしまう
ネットワーク対応カーナビ

カーナビの進化は着実に進んでおり、

単に内蔵した地図データにもとづいた道

案内だけではなくなっている。最近の機

種は、VICSという道路の混雑状況を伝

えるサービスをFM放送から受信するこ

とで、より効率の良い経路設定を選ぶ機

能を標準搭載しているものも多い。

今回は、通信機能を持ったカーナビの

中でも、特徴のある機能を搭載したホン

ダの純正カーナビを取り上げよう。この製

品には「インターナビ・プレミアムクラブ」と

いうサービスが用意されている。この

サービスに対応したカーナビを搭載し、

かつインターナビ・プレミアムクラブに加入

したホンダ車のみ利用できる、高度な交

通情報提供サービスだ。

先述したように、最近のカーナビは道

路交通情報通信システムセンターが提供

するVICSというサービスを利用して、道

路状況をリアルタイムで取得している。し

かし、この情報はあくまでも“そのときの

状況”であって、それだけはその混雑の

性質を知ることはできない。ある曜日だけ

や、特定の時間帯だけ混みやすい道路と

アップするため、通信料金が固定制にな

らないことだ。デフォルトでは、10分おき

に通信を行う仕様で、時間間隔を設定で

きるものの、長すぎると情報鮮度と精度が

落ちてしまう。なんらかの形で、定額制の

サポートは今後の課題だろう。

また、ケータイもケーブルを接続しなけ

ればならないので、面倒さがつきまとう。

しかし、インターナビの最新モデルでは

Bluetoothに対応しており、同じくBlue-

toothに対応したケータイならば自分のポ

ケットに入れたままでも自動的にペアリン

クして通信できるようになっている。

今後、カーナビの開発競争は激しく、よ

り詳細なナビゲーションを行うためにデー

タ通信の需要は増加しつづけ、ブロード

バンド化が望まれるようになるだろう。

PHSを使った定額サービスや安価で高速

な公衆無線LANなどが整いつつあるの

に、今のところ車では携帯電話ぐらいし

か通信手段がないのだ。

また、閉鎖されたプライベート空間であ

る車内は、音楽などのコンテンツの需要

も高い。いちいちMDを持ち歩いたり、

自宅のPCからデータをコピーしたりしな

くても、音楽配信サービスからダウンロー

ドできれば手っ取り早い。日本でも

iTunes Music Storeがスタートし、音楽

配信サービスが本格的に立ち上がりつつ

ある今、ドライバーこそ潜在的なユーザー

としては最も多いのではないだろうか。

自動車本来の「移動する」ことと、閉鎖

空間ゆえの「コンテンツを楽しむ」という2

つの目的を効率的に達成ために、自動車

にもブロードバンド環境が求められるよう

になってきている。
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いうのはよくある。だから、カーナビが

VICSのデータを元に経路を設定しても、

実際にその付近を通る頃に、ちょうど渋

滞に巻き込まれることがある。そこでホン

ダは過去のVICSデータや独自に収集し

たデータを元に、日付や時間、天気や季

節、工事の情報を加味したインテリジェン

スな交通情報予測システムを開発して、イ

ンターナビ・プレミアムクラブとして提供し

ている。このサービスはVICS のセン

サーが設置されていない道路の状況を知

るために、車自体をセンサーとして利用

する「フローティングカーシステム」によって

実現している。あらかじめ設定された道

路をインターナビ搭載車が通過すると自動

的に経過時間を測定して、電話回線を経

由してセンターに送信する仕組みだ。つ

まり、実際に走っている車をセンサーとし

て利用する、一種のセンサーネットワーク

を形成しているのだ。

先進的なサービスを
実現するために求められる
カーブロードバンド

ただ、このサービスでは、ユーザーの

携帯電話を利用してセンターにダイアル

日進月歩するデジタル製品を、「使い勝手」ではなく、「実装

された新技術」と「製品の革新性」をテーマにレビューして

いくコーナー。

通信機能を備えたカーナビが普及中
今後必要なのはカーブロードバンドか？
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フローティングカーシステム
対象道路

計測開始地点 計測終了地点

メンバーB メンバーA

フローティングカーシステム
インターナビ情報センター

対象道路を通過したときに
掛かった時間を送信他の車に情報を配信する

VXH-061MCViは、ハードディスク内蔵のため地

図データなどの読み込みは非常に高速。操作のほ

とんどはタッチパネルから行えるので、インター

フェイスはとてもシンプル。

http://premium-club.jp/PR/technology/tech1.html

独自の道路情報システム

「フローティングカーシス

テム」の対象道路は、ウェ

ブ上で公開されている。

ホンダがステップワゴンに搭載した「イン

ターナビ」システムは、通信を使ってより細

かい交通情報や天気、ニュース配信などを行うも

の。特に交通情報は、標準で使われるVICS情報

に加え、ホンダ独自の予測などを加味したもので

あり、最も早く目的地に到達できるルートを案内

する。また、混雑予測から出発時間を案内する機

能もある。オプションでBluetooth機能を搭載し

たモデルもあり、これで携帯電話と接続が可能。

ケーブルが不要なので、端末をポケットなどに入

れたままでもいい。

［Reviewer's View］
カーナビの通信機能が充実し始めた。これを使うと、移動中のドライバーに対してのさまざまなサービスの提供が可能になる。ホンダの

新しいステップワゴンに搭載されたカーナビは、より細かい交通情報やニュース、天気情報などの配信を行う。現在の車は、携帯電話に

頼らざるを得ないが、WiMAXやiBurstといった高速移動中でも利用可能な通信方式が使えるようになれば、新たなサービスや車独自

のサービスが実現できるようになる。ブロードバンドが未開拓な市場がここにもある。

DVDビデオ、音楽CD、

MDなどのオーディオ機

能を搭載している。メモ

リースティックやCD-R

からのMP3/WMA再

生機能も備えている。

ケータイの接続はグ

ローブボックス内から

延びるケーブルで行う。

フローティングカーシ

ステムの概念図。実際

に走っている車から、

道路情報を収集する。
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ある。メインメモリーが32Mバイトしかな

いのでいたしかたないことではあるが。

ゲーム端末がインターネットに
アクセスできることの意味

携帯型のゲーム端末が、オープンなイ

ンターネットに接続することには、大きな

意味がある。PSPのウェブブラウザーは、

ネット上の動画や音楽ファイルをダウン

ロードして、メモリースティックに保存でき

る。つまり、ネット上からコンテンツが自由

に取得できるのだ。

また、最近はMacromediaのFlashで

作成された無料のゲームも、数多く公開

されている。残念ながらPSPのブラウ

ザーはFlashには対応していないため、

それらのゲームをプレイできないが、PDA

向けのNetFrontはFlashに対応してい

るものもあるので技術的には可能と思わ

れる。

このことは、これまでのハードウェア

（ゲーム機本体）ではなくソフトウェア（ゲー
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PSP バージョン2.00
（ソニー・コンピュータエンタテインメント）

携帯ゲーム機でウェブアクセス
自由にコンテンツをダウンロード

バージョンアップでPSPに
ウェブブラウザーを搭載

Play Station Portable（以下PSP）は、

2004 年 12 月の登場以来、着実にユー

ザー数を増やしているが、7月のファーム

ウェアアップデートでついにウェブブラウ

ザーが搭載された。

もともと、PSPには802.11b無線LAN

が搭載されているため、無線LAN経由

で接続が可能なエリアであれば、どこで

もウェブブラウジングが可能となる。もっ

とも、PSPはゲーム機であり、パソコンや

PDAのようにゲームプレイ中にウェブブラ

ウザーを起動することはできないが、外

出先でのちょっとしたウェブサーフィンで

あれば、これでも十分だ。

組み込まれているウェブブラウザーは

ACCESSのNetFrontを採用している。

SSLやJavaScriptに対応しているため、

Gmailなどのサービスも利用可能だ。た

だし、画像が多いページなどではメモ

リー不足で完全な表示ができない場合も

［Reviewer's View］
PSPのファームウェアがアップデートさ

れ、ウェブブラウザーが搭載された。内蔵

の無線 LANを使えば、自宅やホットス

ポットからインターネットへのアクセスが

可能になった。

これだけの高機能な映像デバイスなのだ

から、もっと自由にコンテンツを楽しみた

いのがユーザーの正直な気持ちだろう。

ウェブブラウザーはそれに向けた最初の

一歩だ。

あとは保存するストレージだ。メモリース

ティックデュオは1GBが最大容量で、動

画や音楽ファイルを楽しむにはまだまだ

少ない。

システムソフトウェアのアップデートと同時

に、PSPの新色「セラミック・ホワイト」の

9月15日発売が告知された。ユーザー層を広く

女性にも広げたいとの狙いから、この色が選ばれ

たようだ。

PSPのウェブブラウザーはACCESS社のNet-

Frontを採用し、SSLやJavaScriptにも対応し

ており、多くのサイトにアクセスできる。操作性

もよく考えられており、人差し指で操作するR、L

ボタンが「戻る」と「進む」、□ボタンを押しながら

アナログスティックでスクロール、○ボタンでリ

ンクを開くといった感じで、PSPユーザーならす

ぐに慣れるだろう。

ムソフト）で利益を上げる、ゲーム業界の

ビジネスモデルを壊す危険なことかもしれ

ない。しかし、たとえばアップルがiPodと

iTunes Music Storeでゲームとはまった

く逆の、ソフト（音楽）を安くして、ハード

ウェア（iPodシリーズ）で利益を上げること

が可能ということを証明している。音楽と

ゲームとを単純に同一視はできないが、

ここに新しいビジネスモデルの可能性を

見ることができる。
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Lipii iアプリ版
（クイックサン）

ケータイからPCを自由に操作
リビングルームPCのキラーアプリか？

ケータイとパソコンの
新しい関係？

クイックサンが発表した携帯電話をパソ

コンのキーボードとマウスにする赤外線ア

ダプターは、同社のリモコンLipiiの携帯

電話版である。この赤外線アダプター、携

帯電話とPCを結び付けることで、さまざ

まなサービスを可能にする。

この赤外線アダプターは、USBでPCと

接続すると、PC側からはWindowsの標

準ドライバーでキーボード／マウスとして

認識される。したがってWindows標準の

ドライバーで利用可能だ。操作は、赤外

線通信機能を持ったドコモ製のケータイ

に、iアプリをインストールして行う。iアプ

リを立ち上げると、ケータイの画面にボタ

ンを模した配置図が表れ、それを見なが

ら操作を行なえる。

マウスの操作は、ケータイの十字キーで

上下左右に動かせる。キー入力は、アプ

リのモードを切り替えて、1のキーに「あ

行」、2のキーに「か行」が割り当てられて

いる、ケータイの文字入力と同じ方式がと

られている。パソコンが普及したとはい

え、いまだにキーボードに苦手意識を

持っている人はいるし、パソコンよりも圧

倒的に普及しているケータイと同じ方式

を選ぶことは、大きな意味がある。

家庭のリビングにもパソコンを置かせ

て、情報家電の中心にしようという試みが

あるが、そのための 1つの障害がキー

ボードだという。たくさんのキーがある

PCのキーボードに対する苦手意識もさる

ことながら、美観的な点からもリビングに

は置きたくないという消費者もいる。そう

いった障害を取り除くために、ケータイで

PCを操作させようというアイデアは非常

に興味深い。クイックサンによると、モニ

ターとして女子高生にテストをしてもらっ

たら、予想以上に素早く使いこなしたの

で開発者も驚いたそうだ。

また、クイックサンではLipiiを単にキー

ボードの替わりとしてではなく、ケータイと

PCとウェブを結び付ける新たなツールと

して活用することを考えている。ケータイ

側で取得したURLを、Lipiiを経由して

PCに転送し、ブラウザーでウェブアクセ

スするといったことが簡単にできるから

［Reviewer's View］
当初は、ケータイのキー配列を効率の悪

さから批判する技術者もいたが、万人に

対するわかりやすさからデファクトスタン

ダードとなった。ならば、それをパソコン

に取り入れようという動きは当然だろう。

技術的観点からは非合理的であっても、消

費者の観点からは大きな問題ではないの

だ。ある技術が市場に受け入れられるか

どうかを決めるのは、最終的には消費者

自身なのだから。

Lipii は、USB接続の受光ユニットとケータイ用のアプリがセットの製品だが、

アプリはダウンロードできるため、実際には店頭

で受光ユニットのみを購入することになる。

Lipiiは専用のリモコンタイプはすでに発売されて

いるが、今回取り上げた iアプリ版の発売は9月

の予定。写真の受光ユニットも試作品で、製品版

のデザインは異なる予定。

だ。受光ユニットの価格も下げられるた

め、キャンペーンで無料配布するといった

ことも可能だという。

ケータイは、おそらく日本人にとっても

もっとも身近なマンマシンインターフェイス

だ。ならば、それを利用してパソコンを操

作するというのは、素直な発想だろう。

ケータイとPCの新たな関係が、ここから

始まるのかもしれない。
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